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「
み
ん
な
で
つ
く
る
子
ど
も
の
未
来
」

を
合
言
葉
に
、
第
4
回
駅
伝
ラ
イ
ブ
が

11
月
11
日
（
日
）
開
催
さ
れ
た
。

17
ユ
ニ
ッ
ト
総
勢
１
０
０
名
弱
の
ミ
ュ
ー

ジ
シ
ャ
ン
等
が
前
回
と
同
様
「
ユ
ニ
セ

フ
・
ハ
ン
ド
・
イ
ン
・
ハ
ン
ド
募
金｣

に
協
力
し
た
イ
ベ
ン
ト
だ
。

ジ
ャ
ズ
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
、
フ
ォ
ー
ク

な
ど
ジ
ャ
ン
ル
の
違
う
17
ユ
ニ
ッ
ト
総

勢
１
０
０
名
の
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
と
ス

タ
ッ
フ
２
０
名
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
参
加
。

集
酉
楽
サ
カ
タ
ニ
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
カ
フ
ェ

「
集
」
「
楽
々
ホ
ー
ル
」
を
３
０
分
交
代
に

使
用
、
リ
ー
ダ
ー
が｢

駅
伝
」
の
よ
う
に

「
た
す
き
」
を
引
継
ぎ
途
切
れ
る
こ
と
な
く

演
奏
が
続
く
。
（
昼
１
時
半
か
ら
夜
８
時
迄
）

今
年
は
「
フ
ァ
ミ
マ
」
店
頭
で
も
中
学
生
の

姉
（
ゆ
き
ち
ん
＝
ボ
ー
カ
ル
）

小
学
生
の
弟
（
ふ
う
＝
ド

ラ
ム
な
ど
）

の
コ
ン
ビ
ほ
か｢

出
前
ち
ん
ど
ん
」

の
学
生
達
が
路
上
ラ
イ
ブ
で
七
条
通
の
両
側

を
歩
き
イ
ベ
ン
ト
を
盛
り
上
げ
て
く
れ
た
。

第
１
回
か
ら
連
続
出
場
の
「
Ｆ
ｕ
ｎ

Ｆ

ｕ
ｎ

Ｆ
ｕ
ｎ
」
は
、
近
く
の
ピ
ア
ノ
教
室

に
通
う
５
歳
か
ら
１
０
歳
の
子
ど
も
達
の
ユ

ニ
ッ
ト
で
、
見
事
に
ジ
ャ
ズ
の
ス
タ
ン
ダ
ー

ド
ナ
ン
バ
ー
を
演
奏
し
全
員
で
開
催
宣
言

を
し
た
。
保
護
者
や
他
の
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ

ン
も
そ
の
演
奏
に
拍
手
喝
采
。
オ
ー
プ
ニ

ン
グ
か
ら
大
い
に
に
盛
上
が
っ
た
。

こ
の
駅
伝
ラ
イ
ブ
の
初
回
は
ス
マ
ト
ラ
沖

地
震
津
波
支
援
の
た
め
に
開
催
、
そ
の
後

ユ
ニ
セ
フ
の
「
ハ
ン
ド
・
イ
ン
・
ハ
ン
ド
募

金
」
に
協
力
す
る
目
的
で
継
続
し
て
い
る
。

今
、
世
界
中
に
は
貧
困
や
紛
争
、
自
然
災
害

な
ど
で
５
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
な
い
で
亡
く

な
る
子
ど
も
達
が
年
間
一
千
百
万
人
に
あ
る

と
い
う
。
そ
の
子
ど
も
達
の
命
を
救
お
う
と

い
う
熱
い
気
持
ち
が
駅
伝
ラ
イ
ブ
を
支
え
て

い
る
。
津
軽
三
味
線
や
色
々
な
演
奏
に
は
拍

手
が
続
き
、
フ
ィ
ナ
ー
レ
は
全
員
で
「
花
・

涙
そ
う
そ
う
・
上
を
向
い
て
歩
こ
う
」
な
ど

大
合
唱
大
拍
手
と
踊
り
の
中
で
終
っ
た
。

今
回
の
イ
ベ
ン
ト
は
前
年
の
二
倍
以
上
の

参
加
協
力
金
や
募
金
が
集
ま
り
ユ
ニ
セ
フ
へ

の
寄
付
は
１
３
４
，
０
３
５
円
に
上
っ
た
。

ご
参
加
の
方
、
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
・
ス
タ
ッ

サ
カ
タ
ニ
友
の
会
ニ
ュ
ー
ス
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▽
「
か
ぐ
や
」
が
「
お
き

な
・
お
う
な
」
と
月
へ

向
か
っ
た
。
と
い
っ
て

も｢

竹
取
物
語
」
で
は

な
く
9
月
14
日
に
打
ち

上
げ
ら
れ
た
月
周
回
衛

星
の
こ
と
だ
。

▼
こ
の
衛
星
で
月
の
地
平

線
か
ら｢

地
球
」
と
名

の
つ
く
星
が
天
空
に
浮

か
ん
だ
姿
が
Ｎ
Ｈ
Ｋ
で

放
映
さ
れ
て
き
た
。
月

面
は
黒
と
灰
色
の
世
界
、

静
寂
を
目
で
感
じ
た
。

▽
そ
れ
に
対
し
て
地
球
星

は
青
い
海
、
白
い
雲
、

茶
色
い
大
地
が
美
し
く

輝
く
。
昔
、
プ
ラ
ネ
タ

リ
ウ
ム
で
見
た
宇
宙
で

こ
れ
に
優
る
美
し
い
星

は
一
つ
も
無
か
っ
た
。

▼
人
類
の
英
知
が
生
ん
だ

「
か
ぐ
や
」
は
、
月
の
起

源
・
進
化
の
解
明
。
磁

場
や
鉱
物
の
資
料
を
収

集
す
る
と
か
。
成
果
は

大
い
に
期
待
し
た
い
。

▽
只
、
ノ
ー
ベ
ル
や
ア
イ

ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
大
き

な
成
果
が
人
間
の
欲
で

｢

破
壊
や
殺
略
」
に
使

わ
れ
た
こ
と
も
あ
る
。

今
も
尚
！
。
天
地
人
と

言
う
言
葉
は
有
っ
て
も

｢

人
地
天
」
は
な
い
。

空
気
・
水
・
土
が
あ
る

地
球
を
護
る
が
第
一
。

▼
月
の
正
確
な
解
明
も
良

い
。
だ
が
、
月
を
愛
で

団
子
を
飾
る
、
疎
開
地

で
家
族
を
懐
か
し
ん
だ

月
、
友
や
身
内
の
死
に

涙
で
く
も
っ
た
月
。
月

は
遠
く
静
か
に
天
空
に

有
る
の
が
よ
い
。

▽
月
の
Ｔ
Ｖ
映
像
を
見
た

ら
熱
海
の
海
岸
で
貫
一

は
お
宮
に
何
と
言
う
の

だ
ろ
う
か
？
科
学
と
ロ

マ
ン
の
両
立
は
至
難
か
。

ー
ー

ど
ん
つ
き
ー
ー

11/11 ユ
ニ
セ
フ
．
ハ
ン
ド
・
イ
ン
・
ハ
ン
ド
募
金
協
賛

主
催
：
駅
伝
ラ
イ
ブ
実
行
委
員
会

Fun Fun Fuｎが駅伝ライブ開会宣言前の演奏・

恒
例
の
駅
伝
ラ
イ
ブ
第
四
回

は
子
供
た
ち
の
合
奏
と｢

ハ
ン

ド
・
イ
ン
・
ハ
ン
ド
募
金
」

の
説
明
と
協
力
感
謝
の
言
葉

の
あ
と
開
会
宣
言
で
始
ま
っ
た
。

ギャラリーカフェ集 ▼

☆紙面の都合で写真は２㌻にも掲載しています。

楽々ホール ▼

Fun Fun Fun
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津軽三味線・徳田恵美

井上昌俊とハッピーバンド

沖縄音楽のなぁ

さちやまな～み



千
二
百
円

惜
し
ん
だ
バ
カ

10
月

17
日
、
昔
「
べ
じ
べ
じ
倶

楽
部｣

事
業
用
に
つ
く
っ
た
残
高
五

千
円
の
銀
行
預
金
解
約
に
銀
行
へ

出
か
け
た
。
も
う
忘
れ
て
い
た
預

金
、
久
し
ぶ
り
に
祇
園
の
有
名
そ

ば
店
」
で
天
ぷ
ら
そ
ば
（
二
千
円
）

で
も
食
べ
よ
う
と
思
っ
て
い
た
。

窓
口
で
貰
っ
た
お
金
は
五
千
七

円
。
平
成

11
年
５
月
か
ら
の
利
息

所
得
は
七
円
、
年
一
円
の
勘
定
だ
。

年
一
円
の
お
金
を
重
く
感
じ｢

そ
ば

代
」
に
は
使
う
の
は｢

も
っ
た
い
な

い
」
と
銀
行
に
来
る
途
中
に
見
た

「
力
餅
」
の
も
う
一
度
食
べ
た
く
な
る
チ

キ
ン
カ
レ
ー
丼
・
八
百
円
の
看
板
が
浮

か
ん
だ
。
天
麩
羅
そ
ば
よ
り
千
二

百
円
安
い
と
そ
れ
決
め
た
。

八
百
円
で
看
板
に

偽
り
な
い
味
に
満

足
し
て
自
転
車
で

「
店
」

戻
る
べ
く

走
っ
た
。
節
約
し

た
成
果
金
四
千
二

百
円
と
七
年
年
月

で
増
え
た
七
円
で

ポ
ケ
ッ
ト
は
重
い
。

嬉
し
い
気
分
（
？
）

と
下
り
坂
に
自
然
と
ス
ピ
ー
ド
が

上
が
る
。

東
大
路
は
自
転
車
は
歩
道
を
走
れ

ず
、
さ
り
と
て
車
道
は
ト
ラ
ッ
ク
、

バ
ス
が
多
い
。
生
身
の
自
転
車
で

は
怖
く
帰
り
は
小
道
を
選
ん
で
い

た
。
洛
東
中
学
校
北
側
の
小
道
を

六
波
羅
蜜
寺
前
の
道
路
に
出
た
。

右
か
ら
来
る
ワ
ゴ
ン
車
が
見
え
た

ト
タ
ン
、
そ
の
前
部
が
私
の
自
転

車
の
右
か
ら
衝
突
し
ワ
ゴ
ン
は
止
っ

た
。
出
会
い
頭
事
故
！
。

一
瞬
の
出
来
事
だ
が
、
近
づ
く

地
面
か
ら
頭
を
護
ろ
う
と
両
手
で

か
ば
っ
た
。
唇
と
か
ば
っ
た
左
手

か
ら
少
し
血
が
出
て
い
た
が
大
し

て
痛
く
な
い
。
相
手
方
の
車
に
私

と
自
転
車
を
の
せ
店
ま
で
帰
っ
た
。

祖
母
が
良
く
言
っ
て
い
た
「
大
難

が
小
難
」
で
済
ん
だ
と
「
事
故
」

に
す
る
の
は
辞
め
て
、
相
手
と
別

れ
た
。
（
前
号
で
そ
の
反
省
は
書
い
た
）

後
の
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査
で
何
所
に

も
骨
折
は
無
か
っ
た
が
、
そ
の
夜

は
寝
返
り
が
出
来
な
い
ほ
ど
痛
み

五
日
程
右
手
が
不
自
由
、
今
も
左

手
の
腫
れ
は
引
か
な
い
。

さ
て
、
あ
の
時
天
麩
羅
そ
ば
を

食
べ
に
行
っ
て
い
た
ら
帰
る
道
は

違
い
事
故
の
場
所
は
通
ら
な
い
。

結
果
と
し
て
事
故
に
あ
わ
な
い
、

千
二
百
円
を
惜
し
ん
だ
馬
鹿
が
悪

い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

だ
か
、
似
た
よ
う
な
こ
と
、
１
・

２
秒
の
差
で
「
生
死
」
が
分
か
れ

る
諸
々
の
事
件
、
事
故
、
諸
々
は

ザ
ラ
に
あ
る
こ
と
だ
。
反
対
に
良

い
こ
と
も
偶
に
有
る
が
・
（
少
な
い
）・
・

科
学
が
進
歩
し
て
も
、
如
何
な

る
賢
人
で
も
予
想
や
想
像
は
出
来

な
い
。
経
験
則
で
も
一
秒
先
は
読

め
な
い
。
偶
然
不
等
不
と
浮
が
卯

附
等
呼
号
＝
は
必
然
で
な
い
。

私
の
車
運
転
暦
は

56
年
、
そ
の

間
無
事
故
、
そ
れ
が
ふ
と
千
二
百

円
の
差
で
事
故
に
あ
っ
た
。「
大
難

が
小
難
」

で
済
ま
な
い
こ
と
は
何

時
起
る
か
判
ら
な
い
。

命
が
第
一
と
の
教
訓
を
得
た
。

丁
度

10
月
の
「
朝
粥
会
」
の
前
、

「
と
ん
か
ら
り
ん
」
11
月
号
か
ら
紙

面
改
良
に
掛
か
っ
て
い
た
最
中
の

こ
と
。
差
し
さ
わ
り
で
誤
字
や
版

組
ミ
ス
の
不
手
際
を
し
た
。

お
許
し
を
！
。

今
回
の
教
訓
を
忘
れ
な
い
で
仕
事

で
生
か
し
た
い
。

そ
れ
に
し
て
も
預
金
利
息
率
は
低

い
。
仮
に
普
通
預
金
に
一
千
万
円

一
年
預
け
て
も
手
元
に
は
二
万
円

は
入
ら
な
い
。
怪
我
が
無
け
れ
ば

私
の
判
断
は
賢
明
で
有
っ
た
の
に
！
。

♪
こ
ん
な
利
息
に
～

誰
が
し
ー

た
♪

黒
田
清
さ
ん
を
偲
ぶ
会

開
催
に
あ
た
っ
て

マ
ス
コ
ミ
が
マ
ス
だ
け
追
っ
て

で
コ
ミ
は
サ
ッ
パ
リ
な
感
じ
が
す

る
。
そ
の
今
、
強
力
な
個
性
と
平

和
へ
の
情
熱
の
黒
田
さ
ん
が
い
た

ら
と
思
っ
て
い
る
。
氏
と
戦
友
だ
っ

た
矢
野
宏
さ
ん
が
来
ら
れ
る
の
梶

様
と
共
に｢

会
」
を
企
画
し
た
。
お

申
込
み
12
月

10
日
迄

黒
田
清
（
く
ろ
だ

き
よ
し
）

氏
略
歴

1
9
3
1

年
、
東
京
生
ま
れ
。

1
9
5

1

年
、
読
売
新
聞
大
阪
本
社
に
入

社
。1

9
7
7

年
よ
り
社
会
部
長
。
人

気
コ
ラ
ム
「
窓
」
の
執
筆
な
ど
、

独
自
の
記
者
活
動
を
行
う
。1

9
8
3

年
『
警
官
汚
職
』
（
角
川
書
店
）

で
日
本
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
賞
、

1
9
8
5

年
に
は
読
売
新
聞
連
載
「
戦

争
」
と
「
戦
争
展
」
で
菊
池
寛
賞

を
受
賞
。1

9
8
7

年
、
読
売
新
聞
社

を
退
社
、
「
黒
田
ジ
ャ
ー
ナ
ル
」

を
設
立
。
「
窓
友
会
」
を
主
宰
、

月
刊
『
窓
友
新
聞
』
を
発
行
、
テ

レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
、
講
演
な
ど
活
動
。

2
0
0
0

年

7
月

23
日
、
す
い
臓
ガ

ン
の
た
め
死
去
、
享
年
69
歳
。
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ヨ
シ
ィ
ち
ゃ
ん
の
ひ
と
り
ご
と

第
三
十
六
回

第
３
日
曜
定
例

朝
粥
食
べ
て

お
シ
ャ
ベ
リ
会

12
月
16
日
（
日
）

午
前
９
時
～
１
０
時
半

イ
ベ
ン
ト
：
食
前
３
０
分

◆
お
話
・
・
池
内
一
博
様

光
源
氏
を
追
い
か
け
て

来
年
は
紫
式
部
の｢

源
氏
物
語
」

が
生
ま
れ
て
千
年
。
主
役
の
光

輝
く
美
子
・
光
源
氏
の
お
話
。

◆
必
ず
ご
予
約
し
て
下
さ
い

定
員
３
０
名
強
で
締
め
切
り

参
加
費
・
一
般
３
０
０
円

会
員
様
２
０
０
円

第4回：駅伝ライブ 1ページの続き写真

楽々ホール ▼ ギャラリーカフェ集 ▼

ファミマ店員ｆａｅｔバヤシ

ユニセフ街頭募金出前ちんどん

石橋健一郎

フィナーレはギャラリー集には入りきれず
｢酒屋｣スペースも使い、歌、拍手、踊も有っ

て大いに盛り上がった

福 袋 フォーレスト

奥村兄（姉）弟

フィナーレ今回はイベント
をファミマ店頭
も使い街頭募金
のご協力いただ

黒田清さんを偲ぶ会

開催日：2007年12月１５日(土）
時間 ：午後１時３０分～３時３０分
場所 ：ギャラリーかフェ 集

京都・東山七条本町西
ファミr－マートサカタニ京阪七条店2F

京阪七条駅東・南側歩いて１分
075-561-0162

会費 ：５００円
ゲスト：矢野 宏 氏
うずみ火編集者・黒田ジャーナル記者
呼びかけ人：梶 寿美子

075-231-2425
酒谷義郎 075-561-7974



や
さ
し
い
音
の
風

が

そ
よ
そ
よ
吹

い
て
き
て

私
の
こ
こ
ろ
と

ひ
と
つ
に
な
っ
た

世
界
共
通
語
の
音
楽
で
、
高

齢
者
・
障
害
を
持
つ
人
た
ち
や

老
若
男
女
の
生
活
の
中
で
余
暇

を
心
豊
か
な
も
の
の
と
す
る
あ

ら
ゆ
る
可
能
性
を
引
き
出
し
身

体
機
能
の
向
上
や
社
会
参
加
へ

の
援
助
を
目
的
し
て
い
る
。
非

営
利
法
人

「
音
の
風
・
西
野
桂
子
代

表
理
事
」
は
東
山
区
鞘
町
七
条
上

る
下
掘
詰
町224

3-3

に
有
り

ま
す
。（
サ
カ
タ
ニ
か
ら
百
米
）

◎
事
業
と
し
て

☆
コ
ン
サ
ー
ト
。
お
祭
り
等
の

イ
ベ
ン
ト
開
催
。

★
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
。
デ
リ
バ
リ
ー
。

☆
音
楽
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
。

★
調
査
・
研
究
。（
音
、
音
楽

が
人
体
に
与
え
る
影
響
等

）

☆
音
の
風
音
楽
茶
会

★
う
た
っ
て
わ
ら
っ
て

お
ん
が
く
サ
ー
ク
ル
。

☆
イ
ベ
ン
ト
の

お
手
伝
い
。

等
.
を
さ
れ
て

い
ま
す
。
そ
の

事
業
の
中
の

「
音
楽
茶
会
」
は
毎
月
最
終
の

日
曜
日
夜
７
時
30
分
か
ら
開

催
さ
れ
て
い
る
。

「
中
高
年
の
ピ
ア
ノ
サ
ロ
ン
」

（
月
３
回
木
曜
日
開
催
）

お
茶
を
飲
み

な
が
ら
和
気
あ
い
あ
い
と
く
つ

ろ
げ
る
オ
ー
プ
ン
型
の
個
人
レ
ッ

ス
ン
で
す
。
ご
自
分
の
レ
ッ
ス

ン
以
外
の
時
間
は
、
他
の
方
の

レ
ッ
ス
ン
を
聴
い
た
り
、
選
曲

を
し
た
り
、
音
楽
仲
間
と
お
話

を
楽
し
ん

で
ら
れ
ま

す
。
場
所

は
い
ず
れ

も
「
集
酉

楽
サ
カ
タ

ニ
」
で
す
。

写
真
はN

H
K

京
都
放
送
Ｔ
Ｖ
か
ら

そ
の
他
多
方
面
で
音
楽
を
通
じ

て
活
躍
を
さ
れ
、
共
に
活
動
や

協
力
出
来
る
方
の
「
会
員
」
募

集
も
さ
れ
て
い
ま
す
。
お
問
合

せ
は

電
話075-525-0600

FA
X

・075-525-0600

E

ーm
a
il

of
f
i
c
e

@o
t
o
no
k
a
z
e

.o
r
g

集
酉
楽
サ
カ
タ
ニ
で
の
「
茶
会

と
ピ
ア
ノ
」
は
当
社
で
も
お
応

え
出
来
ま
す
。

℡075-561-7974

（
ヨ
シ
ィ
ち
ゃ
ん
の
感
想
）

レ
ッ
ス
ン
場
の
近
く
が
仕
事
場

「
最
初
は
ピ
ア
ノ
の
音
が
耳
障
り
な
こ

と
も
有
っ
た
が
、
今
は
ピ
ア
ノ
の
音

が
楽
し
い
。
練
習
の
成
果
は
大

き
い

。

出
会
い
の

場
と
し
て

早
川
嘉
美

ヨ
シ
ィ
ち
ゃ
ん
の
辛
口
時
評
が

人
気
の
『
と
ん
か
ら
り
ん
』
に
、

少
し
甘
口
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

「
一
期
一
会
」
は
よ
く
見
か

け
る
言
葉
で
す
が
、
似
て
非
な

る
も
の
に
「
邂
逅
」（
か
い
こ

う
）
が
あ
る
。「
一
期
一
会
」

は
生
涯
に
一
度
ま
み
え
る
こ
と
。

こ
う
い
う
心
境
で
茶
事
に
あ
た

れ
、
と
教
え
ら
れ
る
。
こ
れ
に

対
し
、「
邂
逅
」
は
思
い
が
け

な
く
出
会
う
こ
と
を
い
う
。
偶

然
の
出
会
い
で
あ
る
。
偶
然
の

出
会
い
を
大
切
に
し
た
生
活
態

度
で
あ
れ
、
と
教
え
ら
れ
る
。

ま
さ
に
、
サ
カ
タ
ニ
は
「
邂

逅
」
の
場
と
な
っ
て
お
り
、
魅

力
の
あ
る
方
と
出
会
う
機
会
が

多
い
の
が
う
れ
し
い
。

先
日
、
久
し
ぶ
り
に
朝
粥
会

に
出
席
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

そ
の
多
彩
な
内
容
に
い
つ
も
驚

か
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
日
の

講
師
に
〈
一
期
一
会
〉
の
姿
勢

を
強
く
感
じ
た
。
話
の
内
容
も

さ
る
こ
と
な
が
ら
、
そ
の
発
表

の
あ
り
か
た
に
、
新
鮮
な
イ
ン

パ
ク
ト
で
受
け
止
め
た
。

と
こ
ろ
で
、
私
は
、
言
葉
は

力
を
宿
す
と
思
っ
て
い
る
。
い

わ
ゆ
る
、
言
霊
（
こ
と
だ
ま
）

と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

日
ご
ろ
か
ら
、
素
敵
な
言
葉
、

気
に
入
っ
た
言
葉
を
身
近
に
お

き
（
つ
ま
り
座
右
の
銘
）
、
素

敵
な
言
葉
、
う
つ
く
し
い
言
葉

を
多
く
使
う
よ
う
に
心
が
け
よ

う
と
提
唱
し
て
い
る
。
汚
い
言

葉
、
卑
し
い
言
葉
、
乱
暴
な
言

葉
を
つ
つ
し
み
、
避
け
る
よ
う

に
心
が
け
よ
う
と
い
う
わ
け
で

あ
る
。

案
外
、
心
身
の
健
康
は
こ
ん

な
と
こ
ろ
に
あ
る
の
か
も
し
れ

な
い
。
サ
カ
タ
ニ
さ
ん
に
は
、

こ
う
い
っ
た
方
々
の
〈
邂
逅
〉

の
場
に
な
る
努
力
を
惜
し
ま
な

い
で
い
た
だ
こ
う
。

（
税
理
士
）

（
付
記
）

十
一
月
、

ギ
ャ
ラ
リ
ー

で
作
品
展
を
開
か
せ
て
い
た
だ

い
た
が
、
絵
を
描
く
と
き
は
美

し
く
、
温
か
く
、
を
課
題
と
し

て
描
い
て
い
る
つ
も
り
で
あ
る

の
だ
が
…
。

技
量
が
つ
い
て
い
っ
て
い
る
か
、

は
な
は
だ
疑
問
で
は
あ
る
。

平
成
１
９
年
６
月
１
２
日

内
閣
府
特
命
担
当
大
臣
決
定
で

今
年
の
11
月
18
日
か
ら
家
族

の
日
に
な
っ
た
。（
国
民
の
祝
日
で

は
な
い
）

少
子
化
対
策
が
目
的
と

か
？
前
後
一
週
間
は｢

家
族
週

間｣

と
の
事
。
何
の
コ
ッ
チ
ャ
！
。

と
調
べ
た
。
１
９
２
３
年
の
こ

の
日
に
ミ
ッ
キ
ー
マ
ウ
ス
誕
生

日
だ
か
ら
説
も
有
る
。（
８
４
歳
・

ニ
ュ
ヨ
ー
ク
生･

血
液
Ｂ
型
？
）
真
偽
は

不
明
だ
が
あ
り
そ
う
な
事
。
家

族
揃
っ
た
買
物
は
割
引
し
て
～

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
・

音

の

風
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京阪七条交差点をめぐって
(3) 東海道本線と京阪

沖中忠順 （おきなかただより）

官
設
鉄
道
（
現J
R

）
が
大
阪
か
ら

京
都
に
伸
び
て
き
た
の
は

1
8
7
7

（
明
治

10
）
年
で
す
。

３
年
後
に
大
津
（
馬
場
↓
膳
所
）

に
延
長
さ
れ
た
の
で
す
が
、
こ
の

時
の
経
路
は
稲
荷
山
の
南
端
を
急

勾
配
で
山
科
盆
地
へ
抜
け
る
も
の

で
し
た
。

蒸
気
機
関
車
で
は
輸
送
力
増
強

が
出
来
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
京
都
駅

か
ら
真
直
ぐ
東
へ
、
東
山
を
ト
ン

ネ
ル
で
抜
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
完
成
し
た
の
は

1
9
2
1

（
大
正

10
）
年
で
し
た
。

こ
の
工
事
の
た
め
京
阪
電
車
は

新
東
海
道
本
線
の
下
を
潜
る
こ
と

に
な
り
、
線
路
は
掘
り
下
げ
ら
れ

塩
小
路
通
り
と
の
交
差
点
に
あ
っ

た
塩
小
路
駅
の
客
扱
い
は
中
止
と

な
り
、
貨
物
専
用
駅
に
な
り
ま
し

た
。
真
っ
黒
の
貨
物
電
車
が

1
9
5
5

（
昭
和

30
）
年
６
月
末
ま
で
発
着

し
て
い
ま
し
た
。

京
阪
電
車
の
貨
物
営
業
は
小
荷
物

便
で
、
今
で
は
宅
急
便
に
該
当
し

ま
す
。

塩
小
路
駅
に
は
オ
ー
ト
三
輪
や
荷

車
が
集
配
の
た
め
出
入
り
し
て
い

ま
し
た
。

旧
東
海
道
本
線
の
鉄
橋
、
線
路

跡
は
稲
荷
駅
の
少
し
南
ま
で
は
奈

良
線
に
、
そ
の
先
は
名
神
高
速
道

路
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

ご投稿者の沖中忠順様（著）
福田静二様（篇）の

懐かしい京都市電の本です。

◎
ご
入
用
の
方
取
よ
せ
い
た
し
ま
す
。

１
７
８
５
円
で
す
。

京
都
＆

東
山

ぶ
ら

り
ピ
カ
リ

2

写
真
説
明
：

鴨
川
鉄
橋
を
渡
る

明
治
40
年
頃
の
東
京
行
き

急
行
列
車

ご
存
じ
で
し
た
か
？

家
族
の
日
:

第
３
日
曜



 

 

 

第
二
十
三
話

店
は
お
客
様
の

た
め
に
あ
る

昭
和
４
０
年
代
後
半
、
ス
ー
パ
ー

の
出
現
で
お
客
さ
ん
の
購
買
行
動

に
「
安
く
買
い
た
い
」
の
要
求
が

強
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

２
０
年
間
近
く
、
醸
造
元
や
生
産

者
か
ら
仕
入
れ
酒
小
売
店
さ
ん
へ

「
酒
と
食
品
」
を
売
る
酒
卸
業
が

私
の
で
仕
事
で
し
た
。

大
き
な
債
務
を
引
き
受
け
、
酒

小
売
を
し
て
自
分
が
直
接
お
客
さ

ん
に
売
る
立
場
に
な
っ
て
初
め
て

商
品
の｢

安
さ
」
と｢

質
」
も
大
切

な
こ
と
だ
と
気
付
き
ま
し
た
。

当
時
、
清
酒
は
「
特
・
一
・
二
・
」

の
級
別
が
つ
け
ら
れ
大
手
酒
造
会

社
の
「
三
倍
醸
造
酒
」
や
「
桶
買

酒
」
が
「
特
・
一
級
酒
」
と
し
て

大
量
に
市
場
に
出
て
い
ま
し
た
。

各
地
に
良
い
お
酒
を
造
っ
て
い
る

蔵
元
が
有
り
ま
し
た
が
、
市
場
へ

は
二
級
酒
で
出
荷
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
醸
造
さ
れ
審
査
を
受
け
て
級

が
決
ま
り
、
良
い
酒
で
も
審
査
を

受
け
な
け
れ
ば
「
二
級
酒
」
で
す
。

級
別
の
差
は
酒
税
額
の
差
で
味
の

差
で
は
な
い
の
で
す
が
、
月
鶴
雪

菊
鹿
の
特
・
一
級
に
人
気
が
集
中

し
て
い
ま
し
た
。

永
年
酒
屋
を
し
て
い
て
デ
リ
シ
ャ

ス
な
香
り
の
「
吟
醸
香
」
が
す
る

二
級
が
売
れ
な
い
の
は
異
常
な
業

界
だ
と
地
方
の
酒
を
扱
い
始
め
、

後
、
当
時
発
足
間
も
な
い｢

日
本

名
門
酒
会
」
に
参
加
し
ま
し
た
。

当
時
、
酒
小
売
の
世
界
は
免
許
制

度
で
護
ら
れ
て
酒
問
屋
か
ら
安
く

仕
入
れ
な
が
ら
高
い
値
段
で
売
る

酒
屋
さ
ん
も
多
く
あ
っ
た
の
で
す
。

「
店
」
は
安
く
仕
入
れ
た
も
の
は

安
く
売
る
姿
勢
を
と
り
ま
し
た
。

そ
ん

な
時
、

酒
屋

の
友

人
が

「

全

国

優
良
酒
販
店
会
」
（
本
部
八
王
子
・

㈱
京
屋
）
が
熱
海
で
開
催
す
る
大

会
誘
う
の
で
参
加
し
ま
し
た
。
６

０
名
ほ
ど
の
集
ま
り
で
、
神
山
晴

夫
会
長
が
前
年
に
発
売
し
た
「
５

０
０
円
清
酒･

京
晴
」
の
発
売
時

の
報
告
を
さ
れ
ま
し
た
。

協
力
の
醸
造
元
を
探
す
こ
と
、
売

出
し
ま
で
の
税
務
署
と
の
交
渉
、

販
売
中
止
を
求
め
る
酒
販
組
合
と

の
軋
轢
、
そ
し
て
発
売
日
に
お
父

上
の
急
死
な
ど
大
変
な
ご
苦
労
を

お
聞
き
し
ま
し
た
。

夜
、
食
事
も
そ
こ
そ
こ
に
質
疑

と
討
論
会
、
大
手
酒
造
会
社
の

「
桶
買
い
の
問
題
点
」
「
三
倍
醸
造

酒
」
「
酒
小
売
店
の
販
売
姿
勢
」

な
ど
知
ら
な
か
っ
た
こ
と
、
商
人

と
し
て
の
考
え
方
に
つ
い
て
真
剣

で
情
熱
的
な
討
論
が
明
方
ま
で
続

き
ま
し
た
。
当
時
自
分
の
商
売
の

姿
勢
は
「
商
売
は
売
る
こ
と
。
売

れ
て
何
ぼ
。
儲
か
れ
ば
結
果
オ
ー

ラ
イ
」
だ
と
思
い
な
が
ら
仕
事
を

し
て
い
た
の
で
す
。

そ
れ
に
対
し
て
「
酒
谷
さ
ん
、
そ

れ
は
違
う
。
店
は
お
客
さ
ん
の
た

め
に
有
る
の
で
貴
方
の
た
め
に
有

る
の
で
は
な
い
。
貴
方
が
お
客
さ

ん
に
ど
う
接
す
る
か
、
ど
れ
だ
け

お
役
に
立
っ
た
か
の
結
果
が
利
益

だ
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。

そ
ん
な
風
な
考
え
も
思
っ
て
も
い

な
い
私
は｢

頭
を
金
槌
で
叩
か
れ

た
」
様
な
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
ま
し

た
。
京
都
か
ら
一
緒
に
参
加
し
た

仲
間
と
帰
る
列
車
の
中
で
話
し
合

い
を
重
ね
揃
っ
て
「
会
」
に
参
加

を
決
め
ま
し
た
。

清
酒
京
晴
＝
５
０
０
円
の
ス
タ
ー

ト
。
「
三
倍
醸
造
を
排
除
・
桶
買

い
酒
反
対
」
チ
ラ
シ
を
配
り
、
店

に

10
畳
ほ
ど
の
大
看
板
を
上
げ
て

走
り
出
し
ま
し
た
。

近
年
、
日
本
酒
は
酒
質
が
向
上
、

味
も
美
味
し
酒
が
増
え
ま
し
た
。

あ
の
当
時
の
私
達
の
主
張
が
少
し

は
お
役
に
立
っ
た
と
思
っ
て
い
ま

す
。
同
時
に
あ
の
出
会
い
が
無
け

れ
ば
今
の
「
わ
が
社
」
は
無
い
で

し
ょ
う
。
次
号
：
ビ
ル
化
計
画
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酒

屋
で
生
き
て

生
か
さ
れ
て

〇
今
度
の
「
と
ん

か
ら
り
ん
」
は
99

号
号
は
で
す
。

そ
し
て
新
年
号
は
100
号
に
な
り
ま
す
。

●
第
１
号
は
「
ま
い
ど
～
」
と
の
名

前
で
平
成
７
年
５
月
に
だ
し
ま
し
た
。

今
号
の｢

酒
屋
で
生
き
て
・
・｣

で
書

い
た
仲
間
と
将
来
共
同
し
よ
う
と
社

名
を
「
お
酒
の
共
和
国
」
と
し
た
時

代
で
し
た
。

〇
10
年
経
過
の
途
中｢

共
同
」
の
夢

（
理
想
）
は
消
え
て
し
ま
い
ま
し
た
。

人
を
信
じ
る
こ
と
、
理
想
を
実
現
す

る
こ
と
、
の
難
し
さ
を
実
体
験
で
勉

強
で
き
ま
し
た
。

●
10
年
ひ
と
昔
、
そ
の
間｢

ア
チ
ョ
ボ
」

「
べ
じ
べ
じ
倶
楽
部
」
な
ど
を
立
上

げ
た
り
、
つ
ぶ
し
た
り
で
会
員
様
や

お
客
様
に
ご
迷
惑
掛
け
ま
し
た
。

家
族
に
負
担
を
か
け
ア
ホ
や
と
思
い

な
が
ら
仕
事
に
明
け
暮
れ
る
日
々
。

〇
一
旦
思
い
込
む
と
何
時
ま
で
も
引

き
ず
る
。
そ
の
癖｢

新
い
も
の
好
き
」

｢

オ
ダ
テ
に
の
り
や
す
い
」
性
格
は
生

ま
れ
つ
き
の
よ
う
で
す
。｢

人
様
に
迷

惑
を
か
け
る
な
」
の
祖
母
の
言
い
つ

け
は
守
る
努
力
を
し
て
い
ま
す
。

●
今
月
現
在
友
の
会
会
員
様
数
は
269

名
。
過
去
は
最
高
の
時
は
800
名
を
越

え
て
い
ま
し
た
。
そ
の
差
の
分
は
お

客
様
の
期
待
度
の
現
れ
で
し
ょ
う
。

〇
迷
惑
を
か
け
な
い
と
言
い
な
が
ら

読
ま
れ
て
い
な
い
「
と
ん
か
ら
り
ん
」

を
今
月
も
お
届
け
ま
し
た
。
煩
悩
の

数
108
号
ま
で
続
け
る
と
決
め
て
い
ま

し
た
。
可
否
ご
意
見
を
待
っ
て
ま
す

編
集
後
記

（

定

例

毎

月

第

３

日

曜

日

）

10

月

21

日
（

日

）

午

前

９

時

か

ら

「

朝

粥

会

」

は

始

っ

た
。

お

粥

前

の

お

話

は

村

岡

省

子

様

◆

お

題

は

ジ

ュ

ニ

ア

京

都

検

定

村

岡

さ

ん

は

、

集

酉

楽

サ

カ

タ

ニ

の

近

く

に

お

住

ま

い

で

、

３

人

の

お

子

さ

ん

の

お

母

さ

ん

。

京

都

市

小

学

校

Ｐ

Ｔ

Ａ

連

絡

協

議

会

副

会

長

な

ど

を

歴

任

。

と

て

も

教

育

に

熱

心

な

お

方

で

「

京

都

か

ら

学

ぶ

ジ

ュ

ニ

ア

ニ

日

本

史

文

化

検

定

」

プ

ロ

ジ

ェ

ク

ト

の

委

員

で

も

あ

り

ま

す

。

会

場

に

参

加

し

た

昔

の

お

母

さ

ん

達

を

笑

わ

せ

な

が

ら

、

京

都

の

歴

史

を

子

供

や

孫

に

優

し

く

教

え

る

よ

う

お

話

さ

れ

た

。

お

近

く

に

お

住

い

の

方

が

子

供

た

ち

の

力

強

い

味

方

に

な

っ

て

下

さ

っ

て

有

難

い

。

11

月

18

日
（

日

）

定

例

第

３

日

曜

そ

の

日

は

「

伝

統

遊

び

で

育

て

る

運

動

能

力

」

と

題

し

て

山

本

理

英

先

生

に

ご

講

演

を

い

た

だ

い

た

。

「

お

じ

ゃ

み

」

や

フ

リ

ッ

プ

を

お

使

い

に

な

っ

て

参

加

者

に

語

り

か

け

な

が

ら

「

動

く

こ

と

の

習

慣

が

元

気

の

元

」

と

い

う

こ

と

を

話

さ

れ

、

参

加

者

全

員

参

加

形

の

講

演

会

に

な

っ

た

。

☆

山

本

理

英

先

生

プ

ロ

フ

ィ

ー

ル

N
P
O

法

人

地

域

予

防

医

療

推

進

協

会

理

事

長

医

学

博

士

・

中

小

企

業

診

断

士

株

式

会

社

ハ

イ

ジ

ア

代

表

取

締

役

★

独

自

の

教

育

プ

ロ

グ

ラ

ム

で

地

域

の

幼

稚

園

や

保

育

園

な

ど

を

定

期

的

に

訪

問

し

、

子

供

達

に

適

切

な

生

活

習

慣

を

身

に

つ

け

て

る

教

育

活

動

他

定価１０００円
発売元京都新聞
出版センター

第
三
十
四
回

朝
粥
食
べ
て
お
シ
ャ
ベ
リ
会
・
報
告

第
三
十
五
回

朝
粥
食
べ
て

お
シ
ャ
ベ
リ
会
・
報
告

（注･お詫び）34回報告が編集者のミスで作成が遅れました。

上：は健康教室。

左：「朝粥会」でフリップ
を使ってもって解りやすく

お話の先生。


